
科学哲学研究室

私たちの目標 our goals
科学・技術・情報についての哲学的考察に基づき、科学・技術と社会の望ましい関係のヴィジョンを描く。 

社会のアクチュアルな問題に「応用」することによって、哲学の力を現代によみがえらせる。 

哲学を、他分野の研究者・技術者・市民との共同作業によって展開する。

おもな研究テーマ research subjects

科学の目的は真理に達
することなのか、別の
何かなのか。真理に達
することだとしてそれ
はどの程度達成可能
か。達成可能だとした
らそれはなぜか。 

1 科学・技術哲学の根本問題 

（2）科学・技術におけるモデルの意義 

（1）科学的実在論の問題 

長らく科学哲学では、科学は文章の集まり
（公理系）として表象されてきた。しかしそ
れでは現実の科学の営みを捉えることはでき
ない。モデルの集積として科学を捉え、従来
の科学哲学の問題系を再構成する。

2 個別科学における応用問題
（1）心理測定の哲学

心理学、情報科学では、きわめてとらえどこ
ろのないわれわれの心の傾向性を何とか数値
化して捉えようとしてきた。心理測定を貫く
方法論的原理は何か。心理測定を改善するに
はどうすればよいか。

（2）巨大実験科学の哲学

長らく科学哲学では、19世紀までの個人で営
まれる科学研究を念頭に置いてきた。しかし
それでは現実の科学の営みを捉えることはで
きない。分業と組織運営が大きな比重を占め
る巨大実験科学に切り込むことで、従来の科
学哲学の問題系を再構成する。 

（3）脳画像の認識論・数学の適用可能
  性・社会心理学方法論・発生学と進化
  学の統合戦略・地球惑星科学における
  歴史的説明

3 情報の哲学の構築
（1）情報科学とはいかなる科学か

情報科学はあるのだろうか。あるとしたらそ
の基本原理は何か。情報科学的な世界観には
どういう特徴があるか。情報科学特有の方法
論とは何か。

（2）情報の流れとしての世界観
世界を情報の流れとして捉え、その上に、意
味、志向性、目的、機能、心などといった諸
概念を重ね描く。

4 技術の哲学と技術者の倫理
（1）技術の認識論

「技術知」なるものの特質は何か。それは科
学知とはどのように異なるのか。技術知の質
を高めるにはどうしたらよいのか。こうした
問題に、認識論的にアプローチする。 

（2）情報倫理学の基礎
知的所有権とは何か。なぜ、そしてどの程度
それは守られるべきなのか。プライヴァシー
はなぜ大切なのか。こうした問いに、現状追
認的にではなく、根本に立ち戻って答える。

（3）技術者の倫理
技術者は専門職として、顧客や雇い主だけで
なく市民一般に対して社会的責任を負う。こ

5 科学・技術のシヴィリアンコ
ントロールを目指す研究と実践
（1）科学コミュニケーションと市民の
  科学リテラシー

科学・技術のシヴィリアンコントロールを可
能にする制度を設計する。そのために、科学
コミュニケーションはどうあらねばならない
か、そこで涵養されるべき市民の科学リテラ
シーの内実は何か。 

（2）科学性と民主的正統性を両立させ
  た社会的意志決定のしくみ

科学・技術がかかわ
る社会的意志決定を
パターナリズムにも
ポピュリズムにも陥
らずにいかに進める
か。そのための制度
設計はいかにあるべ
きか。こうした問題
に、リスクの科学哲
学の知見を援用しつ
つ答える。

科学・技術・情報を原理的に考察し、情報社会の望ましいあり方を構想する 

Philosophy of Science and Information

の余分な責任の根拠は
何か。そうした責任を
技術者がきちんと果た
していけるような教育
や社会的支援のシステ
ムはいかにあるべき
か。 


